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西日本新聞をご購読のあなたにお届けしています
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● 空の巣症候群  
　家庭における女性の更年期は生きがいであっ
た子供が成長し、独り立ちしていく年代に当た
ります。ただ、子供が親の保護を必要としなく
なると、母親はやっと肩の荷が降りたという安
心感と同時に言いようのない淋しさを感じるこ
ともあるようです。
　これは、母親として関心を向ける対象が急に
なくなり（対象の喪失）、自分が今までやってき
たことは一体何だったのだろうと人生の虚しさ
や淋しさを感じて心身のリズムを崩してしまう
からです。このような状態をひな鳥が巣立った後の空っぽの巣に例えて

「空の巣症候群（エンプティ・ネスト・シンドローム）」と呼んでいます。
　これは一種のうつ状態で、自分はもう必要のない人間である、といっ
た無気力感や憂うつ感にさいなまれます。情緒も不安定となり、すぐ泣
いたり興奮したりしますが、全体的には落ち込みがちです。また、本来
はうつ病なのに、うつ状態とはならずに頭痛や不眠などの身体的な症状
が表面にあらわれる “ 仮面うつ病 ” が起こることもあります。
　このような状態は、どちらかというと几帳面で物事をきっちりとやら
なければすまない良妻賢母型の専業主婦に多いとされていますが、夫と
の絆の弱さなどの要因も指摘されています。
　「空の巣症候群」は、うつ症状が軽ければ投薬やカウンセリングなど
は必要ないケースがほとんどです。地域の集まりに積極的に参加したり、
夫婦間のコミュニケーションを増やして第二の人生を楽しく過ごせるよ
う人生設計を立て、夫婦共通の趣味（新たな対象）を見つけていくのが
良いでしょう。
　最もよくないのは何もしないことです。こうなると、うつ症状をさら
に悪化させてしまうので、考えたり、悩んだりする隙間を作らないこと
です。むしろ、“ 子供の独り立ちは第二の人生の始まり ” とプラスにと
らえるぐらいの気持ちがもてれば、精神的な安定が得られるでしょう。

姫野病院：松浦　緑郎
（健康管理士一般指導員）

健康よもやま話　�

第 21回八女茶で健康 第 34回福岡県八女茶手もみ競技大会の開催

　この競技大会は、県手揉み
技術研究会（大石重信会長）
と県茶業青年の会（原田竜二
会長）の共催で、県筑後農林
事務所八女普及指導センタ－
が事務局となり、平成 29 年 4
月 18 日（火）に県農林総試八
女分場で開催されました。目
的は、八女茶生産技術の中でも難しい製茶技術の研鑽です。新茶生葉は、
八女市今福の松延力さんが、「さえみどり」という品種で 3 月初めから防
寒対策等の茶園管理をされて作られました。
　競技大会には、3 名１チームで八女市、筑後市、広川町から 9 チームが
出場されました。蒸した茶生葉を人間の両手だけで針のように揉み上げる
ことは至難の業で豊富な経験が必要です。柔らかい茶生葉を固い針のよう
にするための作業工程に、「葉ぶるい」、「軽回転」、「重回転」、「揉み切り」、

「でんぐり」、「こくり」等の工程があり、４時間かけて、それぞれに異なっ
た揉み方を行ないます。競技大会のチーム優勝は、星野チーム（笛田陽平氏、
樋口大記氏、森松和昭氏）で、個人は八女市黒木町の徳永慎太郎氏でした。
　出来上がった手もみの新茶は、品質の高いものでした。
　この大会は毎年行われており、付帯行事としてオープン参加用の機材を
用意し、一般の方に八女茶の手揉みを楽しんで頂いています。ちなみに桐
明和久県茶連副会長も手もみに汗を流していました。
来年の大会に参加希望される方は八女普及指導センタ－特産係、県茶連事
務局にお尋ねください。
　　　　　　　　　　　　福岡県茶生産団体連合会事務局長　仁田原寿一

▶
優
勝
　
大
川
南
中
学
校

準
優
勝
　
筑
後
中
学
校
▼

　ヤンマー建機杯第 21
回矢部川交流軟式野球大
会は、みやま、柳川、八
女、筑後四市立中学校野
球部 26 チームが参加し
て開催されました。試合
結果は優勝大川南中学校

（大川市）準優勝筑後中
学校（筑後市）でした。
全力で戦ってくれた全選
手の皆さん、大会開催に
ご尽力賜りました関係各
位に心より御礼申し上げ
ます。
大会委員長
　木 本　文 明
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